
／
。 ▽

オー

’
一

｢はらまち九条の会｣会報No.2 30
2013（平成25）年12月 9日（月）発行

が
一一一

I|’

Ｆ
擁
注

I新聞。俳壇/歌境 ○「瓦礫山越えて帰燕となりにけり」（南相馬市・吉岡朝雄）
島県民の作品より＞ ○「端居して帰れぬ家を想ひをり」（南相馬市・山崎秀夫）
「福島より避難生活二年九カ月われも夫も疲れ果てたり」（東京都・半杭螢子）
「満月は海より上り原子炉と人無き街と村とを照らす」（福島市・美原凍子）
「話さねばさみし話せばなおさみしすり抜けていく風を見ている」（福島市・美原凍子）
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－一団ﾉiﾉ篇日恭犬震舞への悪〃必｜

蕊
するか思い描いていた。福島 『もう復興しているのかと思っl産』

に残った人も離れた人も、子供も大人も、若者
3．11以降、いろいろな所で話をする機会

薑羅鴇蕪驫難藤綴彗這壽繧語壜菫雛豐
う。「原発はコントロールされている」としやあ 見たいという人が視察に来るようになり、今年

しやあと言い､ｵﾘﾝﾋｯｸ獲得を誇らしげに購簔髻圭突舗縣糟窪蒜臺言誇臺屍

響 瀞
嘉離差筥菫蛎潔認羅菫驍臺鑪鰯急ぁ言識霧斥菫雪さ
篭潔騨伝蕊篭鰯評差鯉黎瀞亨豐慧,雲散哀毫豚
小高工業高校では、毎年10名前後の優秀な生 の立場で怒りや苦しみを語っている。
徒を第一原発に送り出してきた。彼らにとって 生徒と教員の彼礎文集を発行
も保護者にとっても、それは誇りであった。い 福島県立高校教職員合の女性部でも、文集を
ま彼らは、あの第一原発の中で働いている。 1，2集とつくり、全
20キロ圏内での職場を失った小高工業高校 国の方に読んでいただ

室温否隠手織駕嘉言罰言か皇鰡臺癒護勇
えない。

教師として若者鴎をどう語れというのか毫宝彗蹴悪臘
相馬の漁師と結婚した前任校のクラスの子、 しでも共有できること

彼女の夫は魚を獲ることが好きで好きで、自分 ができ、福島の抱える：
餅壹需塁晨鴇ぢ厚･墓駕溌三鱸嘉苦幽彗よりまぐさ＝
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’に避難さ置這~品諏窪めて船も寺うた5壱万な く知ることもできてい
彼が今は魚が獲れずに瓦礫を処理している。今 る。I毎タツ 〆 0ｰ〃醜、〃ご J＝pI U ユ 1ー 具 凹へ － 一一 営 一 v ， － ． 一

の仕事に誇りが持てないと叫ぶ。 福島県立高校教職員組合女性部が発行した▲
教師の私は、これから社会に出る若者に、真 被災体験文集「福島から伝えたいこと.|・
実を学ぶことの大事さを語り、社会をつくりあ 生徒や教員の大霞災体験がリアルに記録され
げるのはあなたたちだと語ってきた。まだ、こ ていて貴重です。600円で頒布しています。

九条は局きち
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|(聴鯉‘泄代は何をしたのですか』今年の夏部活動の県大会の時､宿舎でs年
喝難諏になりたい」と言う生徒たち

そのような活動の中で、私たちの先輩でもあ 生の男子と語り合った。彼らは「教師になりた
る、いわき市で高校教師をしておられた吉田信 い」という。「なんでまた」とその理由を間け
氏が1984年に作った詩を知った。 ば、「学校は楽しい」「先生たちは楽し,そうに授

業をしている」と言う。県教委の思いとは別に、

瞳い歳月｣吉田信 蕊至晉雲鯉弓甥蕊辮雪雲菫（前略）

; 溌
私たちがそれを怠れば 前に進まなければならない。

外の世界に飛び出していく若者。そして、こいつか孫たちは問うだろう
の地にいてこの地に帰ってきて、もがいて入□

「あなたたちの世代は何をしたのですか」と
を探している若者。そしてまだその未来は遠く

今、再び私たちは問われている。「あなたたち にある小さな子供たち。
は何をしたのですか」と。孫に「その時、ばあ 福島の未来の入口が見えるように
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鈴木餐蔵の出身地移局では例企画

相馬市立中央図書館に蕊蕊! 蝋纈 市小”錯早蕊 ’
母…"～グー"～グー/－ノー/～"－グーグーグーグーグーグーグ…"－"～"～グー/～"垂ジノーノー/＝"＝/～グーグー"＝グーグーグー/＝アーグーj、

匪■閏『絶望の隣は希望です！』歴なせたかびアン…｜
◆『声高に語る正義はうそくさい。正轆というのは相手をやっつけるこ
とではなく、ひもじい者に食わせることだ」

◆『戦争はどんな理由でもいけない。正義のための戦争なんてない。

計画的殺人だ」◆性きているからこそ悲しいし、病気になる』
◆『人生は、自分でつかむ運。鈍・根（根気）の三つが大事です」

★「アンパンマン」の作者、漫画家やなせたかし（本名・柳瀬 嵩）さんが、10月13日、94歳で死去されました。
★1919（大正8）年東京生まれ、少年時代を高知で過ごす。召集され、中国の戦線ですさまじい飢餓に直面し

た戦争体験がもとになり、アンパンマンが我が身を食べさせるという自己犠牲に反映したそうです。
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